
 

こ
ら
む   

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ 

⑯

  

奥
能
登
を
彩
る
象
徴
的
な
空
間

　
　
　

―

『
切
子
燈
籠
（
キ
リ
コ
）』
そ
の
１

　

キ
リ
コ
ー　

奥
能
登
生
ま
れ
の
奥
能
登
育
ち
な
ら
ど
な

た
も
目
の
裏
に
心
の
底
に
あ
の
細
長
い
長
方
形
の
光
る
造

形
と
笛
・
太
鼓
・
カ
ネ
の
音
色
の
囃
子
が
残
響
し
て
思
い

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
奥
能
登
は
７
月
か
ら
10
月
初
め
頃

に
か
け
て
能
登
半
島
一
帯
ど
こ
か
の
町―

そ
う
、
２
０
０

近
く
に
も
及
ぶ
地
域
・
箇
所
で
キ
リ
コ
が
乱
舞
し
、
存
在

す
る
切
子
燈
籠
の
数
は
大
小
８
０
０
基
を
超
え
る
と
い

う
。
し
か
も
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
が
な
い
。
能

登
キ
リ
コ
と
い
う
他
で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
造
形
を
共

有
し
て
お
ら
が
切
子
燈
籠
を
組
み
個
性
色
濃
く
仕
立
て
上

げ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
町
や
集
落
ご
と
に
自
分
た
ち

の
キ
リ
コ
祭
の
伝
統
的
な
意
味
と
伝
わ
っ
て
き
た
特
色
を

継
承
し
な
が
ら
創
意
を
凝
ら
し
て
、
暗
夜
に
明
か
り
を
入

れ
て
彩
り
乱
舞
す
る
様
は
奥
能
登
が
演
出
す
る
異
次
元
の

空
間
で
あ
る
。

　

私
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
今
も
若
者
達
は
キ
リ
コ
祭
に

合
わ
せ
て
帰
省
す
る
と
い
う
。
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
は

な
い
。
キ
リ
コ
の
担
ぎ
手
の
柱
と
な
っ
て
、
夏
か
ら
秋
の

祭
り
の
王
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
っ
て
ほ
し
い
。
穏
や
か

で
温
か
味
の
あ
る
奥
能
登
人
の
実
は
内
に
秘
め
た
魂
と
胆

力
が
み
な
ぎ
り
荒
ぶ
り
呼
び
覚
ま
さ
れ
る
時
で
あ
る
。

　
〝
本
だ
よ
り
〞
に
も
再
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

切
子
燈
籠
は
都
内
・
関
東
に
登
場
し
た
。
池
袋
、
靖
国
神

社
、
総
持
寺
、
品
川･･･

と
。
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
井
戸
を
掘
っ
た
八
木
淳
成
、
安
田
正
、
光
眞
章
、
今
井

欽
次
さ
ん
や
関
係
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
の

で
あ
る
。
奥
能
登
人
に
長
く
血
を
騒
が
せ
て
き
た
伝
統
文

化
の
キ
リ
コ
・
シ
ン
ボ
ル
を
首
都
に
位
置
付
け
楽
し
み
つ

つ
故
郷
を
思
い
、
訪
ね
る
人
々
に
能
登
は
い
ら
ん
か
い
ネ

と
物
語
る
の
は
何
と
も
素
敵
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

切
子
燈
籠
は
、
奥
能
登
を
代
表
す
る
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

                    

（
押
上
武
文
〈
府
中
市
・
宝
立
町
出
身
〉）
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ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
手
記

               

日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
理
事
長　

本 

田　

一 

男

　

多
く
の
国
民
の
皆
様
の
熱
い
声
援
と
期
待
を
受
け
、
我
が

「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
は
８
月
９
日
午
後
７
時
45
分(

現

地
時
間)

、
サ
ッ
カ
ー
の
聖
地
ウ
ェ
ン
ブ
リ
ー
で
前
大
会
及

び
前
々
大
会
の
覇
者
米
国
と
の
決
勝
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
結

果
は
、
序
盤
早
々
得
点
に
成
功
し
た
米
国
チ
ー
ム
に
２
点
を

先
制
さ
れ
、
日
本
チ
ー
ム
は
後
半
に
何
と
か
１
点
を
返
し
た

も
の
の
残
念
な
が
ら
及
ば
ず
１
対
２
で
敗
退
い
た
し
ま
し

た
。

　

昨
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
続
く
優
勝
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
圧
倒
的
に
体
格
に
勝
る
外
国
人
チ
ー
ム
の

中
に
あ
っ
て
、
強
烈
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
も
屈
す
る
こ
と
な

く
正
確
な
パ
ス
プ
レ
イ
を
駆
使
し
、
身
上
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー

と
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
貫
き
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
は
女
子

サ
ッ
カ
ー
初
と
な
る
メ
ダ
ル(

し
か
も
銀)
を
獲
得
し
た
成

果
は
、
国
民
の
皆
様
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

ロ
ン
ド
ン
で
戦
う
選
手
達
の
胸
奥
に
は
、
今
な
お
東
日
本

大
震
災
で
苦
悩
さ
れ
て
い
る
人
々
を
は
じ
め
国
内
、
あ
る
い

は
現
地
で
応
援
し
て
下
さ
る
皆
様
、
支
え
て
く
れ
る
仲
間
た

ち
へ
の
思
い
が
あ
り
、
そ
う
し
た
多
く
の
人
達
の
た
め
に
も

悔
い
の
無
い
試
合
を
し
よ
う
と
全
員
が
決
意
し
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
や
さ
し
い
心
の
結
晶
が
、
世
界
も
認

め
る
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
体
現
、
敗
者
を
労
わ
る
真
の
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
の
具
現
と
も
な
り
、
な
で
し
こ
チ
ー
ム
の
誇

り
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
能
登
は
や
さ
し
や　

草
ま
で
も
」
と
う
た
わ
れ
る
よ
う

に
、
ふ
る
さ
と
能
登
の
人
々
は
ど
こ
ま
で
も
や
さ
し
く
親
切

で
す
。
時
に
お
人
好
し
な
ま
で
の
親
切
は
視
点
を
変
え
れ
ば

逆
に
強
さ
で
も
あ
り
、
な
で
し
こ
チ
ー
ム
の
し
な
や
か
な
強

さ
に
ど
こ
か
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
当
地
を
訪
れ
、
そ
の
人
情
、
風
土
に
触
れ
て
み
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
後
に
続
く
「
ヤ
ン
グ
な
で
し
こ
」
も
先

般
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
で
見
事
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
そ
の
レ
ベ
ル
も
着
実
に
向
上
し
て
お

り
、
層
の
厚
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
女
子
サ
ッ
カ
ー

は
こ
れ
か
ら
も
更
な
る
高
み
を
目
指
し
、
皆
様
に
勇
気
と

感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 　
　
　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

● 

本
田 

一
男
氏
／
志
賀
町
出
身 

昭
和
16
年
生
ま
れ
。

　

資
格
の
大
原
で
有
名
な
大
原
学
園
理
事
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
科

学
専
門
学
校
長
、
㈳
全
国
産
業
人
能
力
開
発
団
体
連
合
会
専
務

理
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
現
職(

一
般
社
団
法
人
日
本
女
子
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
理
事
長)

。
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
理
事
を

兼
務
。

〈
写
真
〉

中
央
筆
者
、
向
っ
て
左
キ
ャ
プ
テ
ン
宮
間
選
手
、
右
守
護
神　

福
元
選
手
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私
の
郷
里
、
珠
洲
市
大
谷

町
の
実
家
で
は
、
推
定
樹
齢

三
百
年
を
超
え
る
キ
リ
シ
マ

ツ
ツ
ジ
（
県
指
定
天
然
記
念

物　

名
称
：
大
谷
キ
リ
シ
マ
）

が
今
も
初
夏
に
咲
き
誇
り
、

訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
苗
木
を
昨
年
か
ら
本

年
に
か
け
、
実
父
宝
蔵
が
原

産
地
で
あ
る
鹿
児
島
県
霧
島

市
へ
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。

い
わ
ば
、
孫
の
里
帰
り
と
で

も
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
後
、
霧
島
市
か
ら
の

お
声
掛
り
も
あ
り
、
同
市
が

私
た
ち
夫
婦
の
新
婚
旅
行
の

地
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

７
月
下
旬
に
夫
婦
で
同
市
を

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
生
誕
の
地
訪
問　
　

     

池
上　

権
八

訪
れ
、
霧
島
連
山
希
少
植
物

保
全
調
査
会
の
皆
様
の
ご
案

内
で
霧
島
高
原
の
陽
当
た
り

の
良
い
斜
面
に
大
切
に
生
育

さ
れ
て
い
る
苗
木
を
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

孫
苗
木
が
里
帰
り
す
る
ま

で
の
遠
く
長
い
旅
程
に
想
い

を
馳
せ
つ
つ
、
い
ろ
い
ろ
な

意
味
で
感
慨
深
い
旅
と
な
り

ま
し
た
。

　

霧
島
市
は
じ
め
関
係
の
皆

様
方
の
ご
厚
意
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
キ

リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
御
縁
に
同

市
と
の
活
発
な
交
流
が
末
永

く
続
く
こ
と
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　
（
写
真
中
央
：
筆
者
夫
妻
）

　

７
月
26
日　

品
川
区
大
崎
・

メ
ル
パ
ル
ク
に
お
い
て
、
80
人

が
参
加
し
能
登
空
港
応
援
隊
の

総
会
を
開
催
し
た
。
石
川
県
空

港
企
画
課
安
田
秀
樹
課
長
が
挨

拶
に
立
ち
、「
皆
さ
ん
方
の
ご
協

力
に
よ
り
搭
乗
率
62
パ
ー
セ
ン

ト
を
達
成
し
た
が
、
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
の
で
今
後

も
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」

と
訴
え
た
。

　

そ
の
後
、
同
区
内
西
大
井
広

場
公
園
に
移
動
し
品
川
納
涼
祭

で
空
港
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
た
。
公
園
の
珠
洲
の

物
産
展
テ
ン
ト
で
は
能
登
直
送

の
朝
取
り
焼
き
サ
ザ
エ
が
す
ぐ

に
売
り
切
れ
、
東
京
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ａ

　

去
る
９
月
２
日
、
３
日
平
家

伝
説
を
テ
ー
マ
と
す
る
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
を
執
筆
中
の
櫻
田
啓

氏
が
奥
能
登
の
平
家
ゆ
か
り
の

地
を
巡
っ
た
。

　

初
日
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中

で
名
物
・
イ
シ
ル
鍋
で
歓
待
を

受
け
、
午
後
須
々
神
社
へ
。
猛

暑
の
中
、
新
保
博
氏
や
猿
女
宮

司
の
ご
案
内
で
「
蝉
折
の
笛
」

な
ど
の
至
宝
を
見
学
し
た
。

　

翌
日
は
、
平
家
の
郷
構
想
研
究

会
・
大
兼
政
忠
男
会
長
、
重
政

靖
之
氏
の
出
迎
え
を
受
け
、
訪

れ
た
平
時
忠
の
墓
所
で
は
、
則

定
家
ご
当
主
か
ら
貴
重
な
お
話

を
拝
聴
し
、
時
国
家
で
は
ス
ペ

平
家
伝
説
小
説
を
手
が
け
る
櫻
田
啓
氏
の
取
材
訪
問

能
登
空
港
応
援
隊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
と
も
旗
登
場

Ｅ
能
登
半
島
の
テ
ン
ト
で
も
能

登
の
海
産
物
な
ど
が
好
評
を
博

し
た
。

　

能
登
の
キ
リ
コ
２
基
や
小
木

港
と
も
旗
が
展
示
さ
れ
観
客
の

目
を
引
い
た
。
東
京
で
能
登
の

祭
り
を
や
ろ
う
会
（
八
木
惇
成

会
長
）
が
キ
リ
コ
を
担
ぎ
あ
げ

勇
壮
に
練
り
歩
い
た
。
縁
台
に

乗
っ
た
子
供
達
は
目
を
丸
く
し

な
が
ら
初
体
験
を
楽
し
ん
だ
。

シ
ャ
ル
ガ
イ
ド
・
藤
平
朝
雄
氏
か

ら
解
説
を
受
け
た
。
大
分
県
に

落
ち
延
び
た
平
家
の
末
裔
を
自

認
す
る
櫻
田
氏
は
、
奥
能
登
の

平
家
高
官
の
配
流
先
の
伝
説
や

逸
話
の
奥
深
さ
に
感
激
し
て
い

た
。　

取
材
の
最
後
に
訪
れ
た

時
国
家
を
辞
す
る
時
、
門
の
前

で
平
家
家
紋
で
あ
る
揚
羽
蝶
１

羽
が
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
一
行
の
眼
前

を
舞
い
、
奇
縁
に
瑞
兆
と
驚
嘆

す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　

時
代
物
を
得
意
と
す
る
作
家

の
櫻
田
氏
が
、
初
め
て
取
り
組

ん
だ
現
代
小
説
は
、
大
分
と
能

登
そ
し
て
東
京
の
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
を
結
ぶ
、
平
家
伝
説
を
背

景
と
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
で
、

近
く
『
殺
意
の
赤
い
実
』
と
題

し
て
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
か
ら
出
版

さ
れ
る
。

宮中新嘗祭に献上される
献穀米の御抜穂式

県知事、刈乙女と一緒の献穀者・河原勝さん一家
（9月24日、珠洲市上戸町の献穀田にて）
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◉
ふ
る
さ
と
行
事
◉

10
月
28
日
出
前
講
座
・
渋
谷
た
ば
こ
と
塩
会
館

飯
田
高
校

 

創
立
百
周
年

     

記
念
式
典

日
時　

10
月
28
日
㈰ 

13:

30
〜
17:

00（
開
場
13:

00
）

テ
ー
マ 

世
界
農
業
遺
産

　
　
　
　
「
能
登
の
里
山
里
海
」に
つ
い
て

講
演
①　
『
能
登
杜
氏
の
技
』　

 

講
師
：
農
口
尚
彦
氏
（
能
登
町
）

講
演
②　
『
揚
げ
浜
式
製
塩
』　

 

講
師
：
角
花
豊
氏
（
珠
洲
市
）

映
画　
　
『
ひ
と
に
ぎ
り
の
塩
』　

 

ゲ
ス
ト
：
石
井
か
ほ
り
監
督

他　
　
　

世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」

 

パ
ネ
ル
展
示
＋
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映

　
　
　
　

・
日
程
：
10
月
20
日
㈯
〜
30
日
㈫

　
　
　
　

・
場
所
：
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

宗
玄
酒
造
㈱
は
、

同
社
裏
手
の
廃
線
線

路
の
土
地
を
取
得
し

管
理
し
て
い
る
が
、

こ
の
程
恋
路
駅
ま
で

の
３
５
０
メ
ー
ト
ル

に
線
路
を
敷
設
し
ト

ロ
ッ
コ
を
走
ら
せ
る

計
画
で
あ
る
。
恋
路

海
岸
の
眺
望
が
楽
し

め
る
観
光
コ
ー
ス
に

も
な
る
こ
と
か
ら
来

春
の
開
通
が
待
望
さ

れ
て
い
る
。

宗
玄
酒
造
、
恋
路
ま
で
       

ト
ロ
ッ
コ
運
行
を
計
画

10
月
３
日
㈬
〜
９
日
㈫ 

 

日
本
橋
三
越
本
店　

石
川
県
フ
ー
ド
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

10
月
６
日
㈯
13:

30
〜 

 

石
川
県
紀
尾
井
会
館　

ふ
る
さ
と
会
連
絡
会

10
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰ 

 

小
田
急
大
和
駅
西
口
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

 
 

ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の
市
・
珠
洲
物
産
展

10
月
26
日
㈮
18:

30
〜 

 

椿
山
荘　

石
川
県
人
祭
in
東
京

10
月
28
日
㈰ 

 

渋
谷
た
ば
こ
と
塩
会
館

 
 

出
前
講
座
・
世
界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山
里
海
」
に
つ
い
て

10
月
24
日
㈬
〜
30
日
㈫ 

 

伊
勢
丹
新
宿
本
店　

世
界
農
業
遺
産
フ
ェ
ア

11
月
９
日
㈮
〜
11
日
㈰ 

 

全
国
丼
選
手
権
予
選
会 

― 

七
尾
の
、
松
乃
鮨
、「
ザ
・
ブ
リ
丼
」
で
登
場 

―

 
「
旅
フ
ェ
ア
日
本2

0
1
2

」
会
場
内

 
（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
３-

１-

１ 

【
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
Ｃ
】）

─
記
念
行
事
参
加
希
望
募
る
─

10
月
21
日
㈰ 

10:

00
〜

記
念
式
典　

記
念
講
演　

飯
田
高
校
第
一
体
育
館

記
念
講
演  

伊
東 

乾
氏
（
作
曲
家
・
指
揮
者
）

祝
賀
会

16:

00
〜　

珠
洲
ビ
ー
チ
ホ
テ
ル

祝
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猛
暑
日
が
続
く
中
、
ロ
ン
ド
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
各
国
を
代
表
す
る
エ
リ
ー
ト
選
手
た
ち
が
互
い
に
持
て
る
力
を
ぶ
つ
け
合
い
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー

を
展
開
す
る
姿
は
美
し
く
、
そ
こ
に
は
、
も
は
や
勝
者
も
敗
者
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
は
る
か
に
体
格
に
勝
る
世
界
の
強
豪
選
手
と
堂
々
と
わ
た
り
合
い
、
銀
メ
ダ
ル
を
勝
ち

取
っ
た
「
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
足
跡
は
実
に
感
動
的
で
、
勇
気
と
と
も
に
多
く
の
も
の
を
私
た

ち
に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

誤
審
に
対
し
こ
と
さ
ら
言
い
立
て
る
こ
と
も
な
く
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
に
徹
す
る
潔
さ
、
敗
者
を
思
い

や
る
寛
容
性
は
世
界
の
称
賛
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
大
和
撫
子
の
謙
虚
さ
と
と
も
に
武
士
道
精

神
の
真
髄
を
垣
間
見
る
想
い
が
し
ま
し
た
。
ど
こ
か
の
国
と
の
際
立
っ
た
違
い
も
ま
た
印
象
的
で
し

た
。

　

優
れ
た
日
本
文
化
の
美
点
を
身
を
も
っ
て
世
界
に
示
し
、
私
た
ち
に
も
再
認
識
さ
せ
て
く
れ
た
選

手
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
の
余
韻
に
浸
っ
た
後
は
、
崇
高
な
次
元
か
ら
や
や
趣
を
変
え
、
故
郷
の
秋
祭
り

を
堪
能
い
た
し
ま
し
ょ
う
！    　

                   　
　
　

 
 

 

　
　
　
　
（
乙
丸
）

頑
張
る
奥
能
登
人  

制  

作        

株
式
会
社 

警
察
研
修
社  T

E
L
. 0

3
-3
3
6
5
-3
8
2
9
  

事 

務 

局 

か 

ら

お問い合わせ：応援団事務局　TEL 090-8876-4901

◉ 

兵
頭 

恵
子 

さ
ん
（
蛸
島
町
出
身
）

【
経
歴
】

昭
和
43
年
東
京
女
子
学
院
卒

日
活
撮
影
所
に
勤
務
後
に
東
京
で
の
最
後
は
不
動

産
会
社
に
て
勤
務
、
現
在
に
至
る
。

10
月
１
日　

珠
洲
市
教
育
委
員
。

　
　
　

  

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆　
　

　

母
校
蛸
島
小
学
校
に
永
年
図
書
を
寄
贈
し
て
き

た
東
京
在
住
45
年
の
兵
頭
恵
子
さ
ん
は
、
こ
れ
か

【
経
歴
】

昭
和
39
年
上
戸
町
で
生
ま
れ
る

珠
洲
実
業
高
校
卒

京
都
調
理
師
専
門
学
校
卒

25
歳
で
結
婚
を
機
に
帰
郷
し

レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中
の
調
理
長
と
し
て
現
在
に
至
る

珠
洲
を
代
表
す
る
料
理
店
に
肩
を
並
べ
る
。

　
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆　

　

目
下
の
目
標
は
、
能
登

丼
・
香
箱
カ
ニ
丼
を
引
っ

提
げ
て
連
続
出
場
中
の
全

国
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
（
後

楽
園
ド
ー
ム
開
催
）
で
の

入
賞
。

★
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

後
楽
園
ド
ー
ム
の
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
の

全
国
ど
ん
ぶ
り
選
手
権
で
は
、
４
年
連
続
挑
戦
し

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
連
続
出
場
の
実
績
を
買
わ

れ
て
い
た
も
の
の
、
作
戦
な
き
ま
ま
予
選
会
に
臨

み
ま
さ
か
の
落
選
で
し
た
。
来
年
は
シ
ー
ド
で
出

場
を
決
め
て
い
ま
す
。
能
登
丼
の
代
表
選
手
と
し

て
〝
メ
ダ
ル
獲
得
〞
の
必
勝
を
期
し
て
こ
れ
ま
で

以
上
に
頑
張
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
絶
大
な
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ら
の
生
き
方
を
考
え
た
事
を
機
に
ご
主
人
と
二

人
、
自
然
の
中
で
過
ご
し
た
い
と
、
こ
の
ほ
ど

愛
媛
県
出
身
の
主
人
と
愛
猫
を
伴
っ
て
帰
郷
さ

れ
ま
し
た
。

　

正
院
町
川
尻
に
居
を
構
え
、自
宅
に
は
「
よ
っ

て
か
し
」
の
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。
旅
行
者
な

ど
と
珠
洲
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
た
り
、
困
っ

て
い
る
事
が
有
っ
た
ら
手
助
け
を
し
て
楽
し
い

旅
行
と
な
る
よ
う
に
。
又
、
通
り
が
か
り
の
皆

さ
ん
に
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
休
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

★
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

能
登
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
微
力
で
す
が
進

め
て
ま
す
。
皆
さ
ん　

能
登
に
お
帰
り
で
し
た

ら
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
ま
せ
。

〒
927-

1205　 

珠
洲
市
正
院
町
川
尻
13
ー
24
ー
１

メ
ー
ル 

ア
ド
レ
ス :

m
om
o0
5
0
3
rionheart@

docom
o.ne.jp

お
待
ち
し
て
ま
す
。

◉ 
浜
中 
康
男 

さ
ん

　
　

レ
ス
ト
ラ
ン
浜
中　

代
表
取
締
役
社
長

　
　

珠
洲
市
上
戸
町
南
方
イ-

21

　
　

tel.0
7
6
8
-8
2
-2
5
9
5


